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 2 月上旬、ちょっとした足慣らしと思

い、仲間を誘って山梨百名山の 一つ小楢

山（ 1713m）に出 かけた。 この山は 奥秩

父の前衛ではあるが、中央線の塩山駅付

近から仰ぐ堂々たる山容に 、心誘われる

登山者も多い。  

 予 約 し た タ ク シ ー で 塩 山 駅 か ら 焼 山

峠に向かう。圧雪された雪道を スパイク

タ イ ヤ で 快 調 に 飛 ば し て 焼 山 峠 到 着 9

時過ぎ。装具を整え 9 時 20 分、子授け

地蔵が立ち並ぶ登山口を出発。最初はカ

ラ マ ツ 林 の 中 の 防 火 帯 に 沿 う ゆ る や か

な登り。積 雪 40～ 50cm。 踏み跡は ある

が 、 吹

き 溜 ま

り で は

消 え て

し ま っ

て お り 、

交 替 の

ラ ッ セ

ル に す

っ か り

汗をかく。小さなピークを幾つか上下し

た後、的石の急登になり、昔取った杵柄

で小生、先頭のキックステップを買って

出て汗を流す。後は高原のような広やか

な 尾 根

に な り 、

11 時

半 に は

小 楢 山

の 山 頂

広 場 に

到 着 し

た 。  

白銀に輝く富士山が見事。振り返ると木

の 間 越 し に 金 峰 山 な ど の 奥 秩 父 の 山 々

が立ち並んで見え た。しかし風 が強 い。

若 干 の カ メ ラ タ イ ム の 後 は 早 々 に 出 立

して小楢峠に向か った。この下 りも 又、

ズ ボ ズ ボ 足 が 潜 り 難 行 苦 行 の 連 続 。 12

時小楢峠に到着し、東側に一段下った風

陰で日なたぼっこを楽しみながら、弁当

を 広 げ

た。  

 こ の

後 、 予

定 し た

幕 岩 、

大 沢 ノ

頭 方 向

は 踏 み

跡 も な く ラ ッ セ ル が 思 い や ら れ る の で

断念し、直路 、「母 恋し道」を下 山 する

ことにした。南面のこの道は、これまで

とは打って変り、まるで嘘のように踏み

跡がしっかりし、風も無くまるで春の山。 

 13 時、道 は幕岩方面 から下り て くる

「父恋し道」と合流し、以後は林道歩き

になり、時折氷結した足元を気にしなが

らもドンドン 下る。 14 時、オー チ ャー

ドビレッジ・フフとかいう 休業中の町営

施設に到着し一休みの後、南向き斜面の

ブドウ畑の中の道を、日差しを楽しみな

がら下る。  

 地 図 を 見 て も 分 か り に く い 里 道 を 当

てずっぽうにどんどん下り 15 時半、お

目当ての町営温泉「牧の湯」に行き当た

った。下山後の温泉はまさに極楽。  
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